
江
戸
時
代
の
た
め
池
に
つ
い
て
（
４
）
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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　粕
屋
町
の
駕か

与よ
い

丁
ち
よ
う

公
園
は
駕
与

丁
池
を
回
る
遊
歩
道
と
、
か
す
や

ド
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
バ
ラ
園

な
ど
の
施
設
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
は
１
周
約
４
・

２
１
９
キ
ロ
。
10
周
す
る
と
マ
ラ
ソ

ン
競
技
の
42
・
１
９
５
キ
ロ
に
匹
敵

す
る
計
算
で
す
。

　公
園
の
一
角
に
そ
の
名
の
も
と
に

な
っ
た
駕か

輿よ

八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。

駕
は「
か
ご
」、
輿
は「
こ
し
」で
、
い

ず
れ
も
貴
人
の
乗
り
物
を
指
し
、
駕

与
丁
の
丁て

い

は
成
年
男
性
の
意
で
、
そ

れ
を
か
つ
ぐ
人
の
こ
と
。
与
は
與
の

新
字
体
で
す
が
、「
輿
」が
常
用
漢
字

表
に
な
い
の
で
、
本
来
は
別
字
で
あ

る「
与
」を
借
り
て
、
駕
輿
を
駕
与
と

表
記
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
神
社
名
は
元
の
字
が
用
い
ら

れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す
。（
以

下
、
駕
輿
と
駕
与
の
混
用
は
依
拠
資

料
の
違
い
に
よ
り
ま
す
。
基
本
的
に

原
文
の
ま
ま
で
す
。）

　駕
輿
八
幡
宮
に
立
つ
説
明
板「
祭

神
と
由
来
」に
よ
る
と
、
祭
神
は
神

功
皇
后
・
応
神
天
皇
・
玉

た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

依
姫
命
・

住
吉
大
神
。
神
功
皇
后
は
応
神
天
皇

の
母
で
、
応
神
天
皇（
八は

ち

幡ま
ん

神し
ん

）が
宇

美
八
幡
宮
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
有
名
で
す
。
玉
依
姫
命
は

神
武
天
皇
の
母
に
当
た
り
、
玉
依
姫

命
を
祭
る
の
が
宝
満
宮（
竃か

ま
ど門

神
社
）

で
す
。
住
吉
大
神
は
住
吉
宮
に
祭
ら

れ
る「
海
の
神
」で
す
。

　駕
与
丁
池
周
辺
に
は「
駕
輿
丁
廃

寺
」も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
廃
寺

と
は
過
去
に
有
力
な
寺
院
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
言
葉
で
す
。
公
園
内
の

説
明
板
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す（
一
部
表
記
を
変
更
）。

駕
輿
丁
廃
寺

　こ
の
駕
輿
丁
池
か
ら
は
、
旧
石
器

時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
遺

跡
や
遺
物
が
数
多
く
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
奈
良
時
代（
七
一
〇

�
七
九
三
年
）を
中
心
と
す
る
時
期

に
は
、
橋
の
北
側
や
東
側
に
か
け
て

寺
が
築
か
れ
、
駕
輿
丁
廃
寺
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
廃
寺
の
伽
藍
は
発
見
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
伽
藍
の
中
心
部
分

に
位
置
す
る
と
見
ら
れ
る
塔
の
礎
石

か
ら
推
定
す
れ
ば
、
当
時
は
20
メ
ー

ト
ル
近
く
の
塔
が
そ
び
え
立
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、
こ
の
場
所
に
は
廃
寺
に
直

接
関
係
す
る
倉
庫
群（
総
柱
建
物
）も

発
見
さ
れ
、
瓦
類
や
須
恵
器
な
ど
も

出
土
し
て
い
ま
す
。

　駕
与
丁
池
が
須
恵
町
乙
植
木（
旧

本も
つ

合た
い

村
）に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
も
、

駕
輿
丁
廃
寺
は
粕
屋
町
・
須
恵
町
を

含
む
、
糟
屋
郡
の
広
い
範
囲
と
関
わ

り
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
�
う
。
貴
人
の
存
在
を
示
す
駕

輿
丁
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
こ
の
付

近
が
糟
屋
郡
の
政
治
的
中
心
の
一
つ

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
今
の

と
こ
ろ
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
駕か

輿よ

丁ち
よ
うは

奈
良
時
代
に
も
使
わ
れ
て
い
た

古
い
言
葉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　駕
輿
八
幡
宮
近
く
に
関
係
の
石
碑

が
並
ん
で
い
ま
す
。

①「
駕
輿
丁
池
底そ

こ

樋ひ

・
竪た

て

樋ひ

整
備
事

業

　竣
工
記
念
碑

　粕
屋
町
建
立
」

（
平
成
十
年
八
月
）

　底
樋
も
竪
樋
も
池
か
ら
取
水
す
る

た
め
の
施
設
の
こ
と
で
す
。
竣
工
記

念
碑
の
裏
面
を
一
部
抜
粋
し
ま
す
。

　「
こ
の
駕
輿
丁
池
は
、
元
禄
十
年

（
一
六
九
七
年
）、
当
時
の
郡
奉
行

川
村
茂
右
衛
門
が
築
堤
し
た
と
記
さ

れ
、
福
岡
市
箱
崎
・
津
屋
・
多
々
羅

ま
で
、
水
田
を
潤
す
こ
と
が
で
き
る

﹃
か
ん
が
い
用
の
溜
池
﹄で
す
。

　そ
の
後
、
堤
防
の
補
強
改
修
の
た

め
に
、
明
和
元
年（
一
七
六
四
年
）、

当
時
の
普
請
奉
行 

平
井
清
次
郎
が

あ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
改
修
工
事
は
、

底
樋
の
延
長
改
修
も
行
わ
れ
る
大
工
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①「駕輿丁池底
そこ

樋
ひ

・

　竪
たて

樋
ひ

整備事業　

　竣工記念碑　

　粕屋町建立」

②「駕与丁公園の由来」④「旱歳備要記」

③「駕輿丁堤」

事
で
し
た
。

　寛
政
十
二
年（
一
八
〇
〇
年
）、
上

仲
原
・
仲
原
・
原
町
・
阿
恵
・
柚
須
・

箱
崎
・
津
屋
・
多
々
羅
の
八
ヶ
村
の

庄
屋
は
、
郡
役
所
に
取
水
に
つ
い
て

嘆
願
書
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

若
杉
山
の
千
石
岩
か
ら
、
現 

須
恵

町
の
各
池
を
水
路
で
結
び
、
赤
石
池

か
ら
古
の
浦
池
・
駕
輿
丁
池
へ
と
導

入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
年
）に
は
、
長
卯
平
翁
の

計
画
に
よ
り
、
篠
栗
町
若
杉
山
水
源

か
ら
新
大
間
池
に
、
新
大
間
池
か
ら

古
の
浦
池
ま
で
水
路
を
掘
り
、
駕
輿

丁
池
に
流
入
さ
せ
た
の
で
す
。（
以

下
略
）」

　普
請
奉
行 

平
井
清
次
郎
に
つ
い

て
は
、
ま
た
別
に
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

②「
駕
与
丁
公
園
の
由
来
」

（
平
成
七
年
十
月
）

　あ
わ
せ
て
平
成
五
年
の
、
建
設
大

臣
認
定「
て
づ
く
り
郷
土
賞
」（
自
然

と
ふ
れ
あ
う
水
辺
づ
く
り
）の
認
定

証
の
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

③「
駕
輿
丁
堤
」

（
昭
和
五
十
四
年
五
月
）

　こ
の
石
碑
を
建
て
た
安
松
国
雄
氏

は「
池
守
り
」だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。（
以
下
、
表
現
を
少
し

変
え
て
い
ま
す
。）

「
本
堤
は
元
和
四
年（
一
六
一
五
年
）

の
史
実
を
更
に
遡
る
天
正
年
間
に

築
堤
さ
れ
た
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。　明

和
元
年（
一
七
六
八
年
）に
行
わ

れ
た
堤
及
び
井
樋
の
改
修
に
当
た
っ

た
普
請
奉
行
平
井
清
次
郎
筆
取
り
の

記
録
に
よ
れ
ば
池
床
弐
拾
町
七
反

歩
、
堤
長
百
参
拾
六
間
、
根
置
弐
拾

九
間
と
あ
り
、
延
べ
拾
万
人
以
上
の

人
々
の
労
役
に
よ
り
数
年
の
歳
月
を

か
け
て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

　以
来
数
百
年
、
上
下
両
仲
原
分

百
八
拾
弐
町
弐
反
七
畝
歩
、
箱
崎
博

多
出
作
分
等
百
六
町
九
反
歩
、
合
計

弐
百
八
拾
九
町
一
反
七
畝
歩（
寛
政

十
二
年
溜
池
掛
田
数
分
賦
之
記
録
に

よ
る
）の
農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。」

　溜
池
掛
田
数
は
、
た
め
池
の
水
を

引
い
て
い
る
田
の
面
積
。
箱
崎
博
多

出で

作
づ
く
り

分ぶ
ん

は
、
箱
崎
村
の
内
に
あ
る
、

博
多
商
人
が
新
田
開
発
し
た
田
の
意

と
思
わ
れ
ま
す
。
箱
崎
村
の
中
で
も
、

「
出
作
分
」は
別
に
庄
屋
を
置
い
て
、

独
立
し
た
村
の
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
し

た
。「
駕
輿
丁
堤
」碑
の
内
容
は
古
文

書
の
記
述
を
前
提
に
し
て
い
て
貴
重

で
す
。

④「
旱
歳
備
要
記
」

　碑
文
は
よ
く
読
み
取
れ
ま
せ
ん

が
、
た
め
池
に
水
が
た
ま
っ
て
い
て

も
、
早
め
に
利
用
す
る
と
い
ざ
と
い

う
時
に
水
不
足
に
な
る
。
そ
こ
を
よ

く
考
え
て
、
稲
の
生
長
に
合
わ
せ
て

水
を
田
に
引
く
よ
う
に
し
、
日
照
り

の
害
に
対
す
る
備
え
を
怠
る
な
、
と

い
う
よ
う
な
内
容
の
よ
う
で
す
。
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